
エコル
ー
ツ
紀
行

3940

　

Ｊ
Ｒ
富
山
駅
は
大
規
模
な
工
事
中
だ
っ
た
。

現
状
の
ホ
ー
ム
と
線
路
を
、
そ
っ
く
り
駅
構

内
の
北
側
に
移
そ
う
と
し
て
い
る
。
新
幹
線

と
在
来
線
の
高
架
化
工
事
と
、
新
し
い
駅
舎

を
つ
く
る
ス
ペ
ー
ス
を
あ
け
る
た
め
だ
。

　

北
陸
新
幹
線
は
長
野
新
幹
線
か
ら
延
長
、

上
越
、
富
山
を
経
て
二
〇
一
四
年
末
の
開
業

を
目
指
す
。
い
ま
は
富
山
か
ら
特
急
は
く
た

か
で
、
北
陸
本
線
、
第
三
セ
ク
タ
ー
ほ
く
ほ

く
線
経
由
、
越
後
湯
沢
か
ら
は
上
越
新
幹
線

で
、
東
京
ま
で
最
短
三
時
間
十
一
分
で
あ
る
。

往
時
に
較
べ
れ
ば
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
の

速
さ
だ
が
、
そ
れ
が
新
幹
線
開
業
後
は
二
時

間
七
分
に
な
る
と
い
う
。

作
家 

関
川
夏
央

中
規
模
都
市
の
将
来
を
富
山
で
考
え
る

︱
︱
環
境
モ
デ
ル
都
市・富
山
市
の
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
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ラ
イ
ト
レ
ー
ル
が
走
る
ま
ち

　

私
は
以
前
か
ら
富
山
の
フ
ァ
ン
だ
っ
た
。
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
て

い
て
同
時
に
雄
大
な
そ
の
風
景
に
魅
せ
ら
れ
た
。
富
山
湾
か
ら
、

雪
を
い
た
だ
い
た
三
千
メ
ー
ト
ル
級
の
高
山
を
一
望
し
た
と
き
に

は
、
文
字
ど
お
り
息
を
の
ん
だ
。
立
山
連
峰
は
、
ま
さ
に
気
高
い
。

そ
の
山
々
か
ら
、
神
通
川
を
は
じ
め
と
す
る
豊
富
な
水
が
逆さ
か
お落
と

し
に
く
だ
っ
て
く
る
。

　

富
山
駅
北
口
近
く
か
ら
富
山
湾
ま
で
掘
ら
れ
た
富ふ
が
ん岩
運
河
は
、

全
長
六
キ
ロ
ほ
ど
な
の
に
、
途
中
に
閘
門
（
ロ
ッ
ク
）
を
設
け
て

い
る
の
は
、
二
・
七
メ
ー
ト
ル
も
の
水
位
差
が
あ
る
か
ら
だ
。
海

岸
付
近
で
さ
え
そ
れ
だ
け
の
流
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
か
つ

て
は
水
害
が
甚
だ
し
か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
が
、
富
山
の

水
の
豊
か
さ
と
水
の
良
さ
を
保
証
し
て
も
い
る
の
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
六
年
春
か
ら
は
、
富
山
市
に
私
の
好
む
も
の
が
も
う
一

つ
増
え
た
。
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
で
あ
る
。
公
設
民
営
、
富
山
市

が
建
設
し
第
三
セ
ク
タ
ー
が
運
営
す
る
「
半
路
面
電
車
」
だ
。

　
「
半
路
面
」
と
は
、
富
山
駅
北
か
ら
の
一
・
一
キ
ロ
分
だ
け
新
設

さ
れ
た
路
面
軌
道
上
を
走
り
、
そ
の
先
、
終
点
岩
瀬
浜
ま
で
の
六
・

五
キ
ロ
は
旧
Ｊ
Ｒ
富
山
港
線
の
レ
ー
ル
を
流
用
し
て
い
る
と
い
う

意
味
だ
。

　

富
山
市
は
江
戸
時
代
以
来
の
薬
剤
製
造
販
売
の
伝
統
を
生
か
し
、

化
学
工
業
都
市
と
し
て
発
展
し
た
。
そ
の
た
め
、
大
戦
末
期
に
は

日
本
海
側
で
は
数
少
な
い
空
襲
を
受
け
た
。
輸
入
原
木
の
集
積
場

と
し
て
活
用
さ
れ
た
富
岩
運
河
の
み
な
ら
ず
、
富
山
港
線
も
富
山

市
の
栄
光
を
伝
え
る
。

　

富
山
港
線
は
一
九
二
三
年
、
富
山
駅
か
ら
外
港
・
岩
瀬
浜
ま
で

富
岩
運
河
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
敷
設
さ
れ
た
民
営
富
岩
鉄
道
か
ら
始

ま
っ
た
。
戦
中
に
国
有
化
さ
れ
、
一
九
八
七
年
国
鉄
民
営
化
で
Ｊ

Ｒ
西
日
本
の
線
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
富
山
市
は
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
ん
だ
（
進
み
す

ぎ
た
）
ま
ち
と
し
て
も
有
名
で
、
世
帯
平
均
の
ガ
ソ
リ
ン
代
支
出

は
全
県
庁
所
在
地
中
の
二
位
で
あ
る
。
従
っ
て
朝
夕
は
道
路
上
に

車
が
あ
ふ
れ
、
一
方
で
富
山
港
線
の
乗
客
は
年
々
減
少
し
た
。
お

客
が
減
れ
ば
運
行
本
数
も
減
る
。
最
終
電
車
が
午
後
九
時
台
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
は
実
用
性
は
損
な
わ
れ
る
。

　

二
〇
〇
五
年
に
は
一
日
に
十
九
本
、
運
転
間
隔
は
三
十
分
か
ら

一
時
間
に
一
本
ま
で
減
便
さ
れ
た
。
本
来
な
ら
廃
線
な
の
だ
が
、

こ
の
線
は
幸
運
な
こ
と
に
電
化
さ
れ
て
い
た
。
盲
腸
線
と
は
い
え
、

か
つ
て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
あ
か
し
で
あ
る
。

　

市
が
こ
の
線
を
譲
り
受
け
、
直
流
千
五
百
ボ
ル
ト
を
六
百
ボ
ル

ト
に
変
換
し
て
一
部
を
路
面
軌
道
化
、
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
を
走
ら
せ

た
の
は
賢
明
な
選
択
だ
っ
た
。
二
両
連
接
型
低
床
電
車
、
七
つ
の

色
に
塗
り
分
け
ら
れ
た
七
編
成
の
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
が
行
き
交
う
姿

は
、
け
な
げ
に
美
し
い
。

都
市
機
能
維
持
の
条
件

　

地
方
都
市
通
勤
線
の
生
命
は
、
運
行
本
数
と
終
車
時
刻
で
決
ま

る
。
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
は
日
中
十
五
分
間
隔
の
運
転
と
し
、
終
車
を

◀ライトレールの電停の壁に
は、地域特性を伝える広告
が。富山駅北では、薬のまち
らしく、薬箱をモチーフに昔懐
かしい薬袋が目を惹いた

▼富山駅の北に延びる幅
員60mの道路「ブールバー
ル」。車道より広い幅員30m
の歩道には緑豊かなケヤキ
並木が続く

2006年4月全国初の本格的LRTシステムとして運行を開始した、富山ライトレール
「ポートラム」。利用者の減少が続くＪＲ富山港線を、「公設民営」の考え方に基づき富
山市が関与してライトレールとして甦らせたもので、富山駅北から岩瀬浜間7.6kmを結
ぶ。立山の新雪をモチーフにしたスノーホワイトの車体に、7色のアクセントカラーを車輌
ごとに展開。バリアフリーの低床車輌で、静かに滑るように走り、快適な乗り心地だ。始
発は5時台、終電は23時台。日中15分間隔、ラッシュ時は10分間隔で運行している。
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午
後
十
一
時
台
に
戻
し
た
。
さ
ら
に
駅
（
停
留
所
）
を
四
駅
増
設
、

駅
間
距
離
を
平
均
約
六
百
三
十
メ
ー
ト
ル
と
し
た
。
電
車
が
低
床

化
さ
れ
れ
ば
各
駅
の
ホ
ー
ム
も
当
然
低
く
な
る
。
発
着
点
の
富
山

駅
北
は
平
面
の
広
場
内
に
あ
る
か
ら
、
乗
客
は
す
べ
て
の
階
段
か

ら
解
放
さ
れ
る
。

　

そ
の
結
果
、
乗
客
は
増
え
た
。
Ｊ
Ｒ
時
代
の
末
期
に
は
平
日

二
千
二
百
人
、
休
日
千
人
程
度
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
た
も
の
が
、

ラ
イ
ト
レ
ー
ル
開
業
の
〇
六
年
四
月
か
ら
〇
九
年
三
月
ま
で
、
三

年
間
の
平
均
で
平
日
四
千
八
百
二
十
二
人
、
休
日
四
千
百
三
十
人

と
な
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
時
代
の
、
そ
れ
ぞ
れ
二
・
一
三
倍
、
三
・
九
五
倍

で
、
と
く
に
休
日
の
伸
び
が
著
し
い
。

　

全
国
の
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
の
大
部
分
が
経
営
に
苦
し
ん
で
い

る
な
か
、
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
実
績
は
傑
出
し
て
い
る
。
ラ
イ

ト
レ
ー
ル
に
乗
り
た
く
て
富
山
を
訪
れ
る
鉄
道
好
き
観
光
客
も
少

な
く
な
い
。
私
も
別
用
を
兼
ね
て
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
乗
り
に
来

た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
が
北
陸
新
幹
線
開
業
後
、
高
架
化
し
た
新

し
い
富
山
駅
の
下
を
く
ぐ
っ
て
、
南
口
に
あ
る
富
山
地
方
鉄
道
の

路
面
電
車
と
結
ぶ
と
い
う
。
そ
れ
よ
り
早
く
、
〇
九
年
十
二
月
に

は
市
中
心
部
、
丸
の
内
・
西
町
間
〇
・
九
キ
ロ
に
路
面
軌
道
が
敷

設
さ
れ
て
環
状
化
す
る
。
そ
れ
は
七
三
年
に
廃
止
さ
れ
た
路
線
の

復
活
で
、
ひ
と
ご
と
な
が
ら
喜
ば
し
く
思
う
。

　

と
い
う
よ
り
、
南
北
連
結
と
環
状
運
行
は
、
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
や

路
面
電
車
の
経
営
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、
富
山
市
が
都
市
機
能
を

今
後
と
も
維
持
す
る
た
め
の
条
件
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

44

（写真上）富山駅の南側、中心市街地を走る富山地方鉄道の市内路面電車。
中心市街地活性化と回遊性強化などを目的に、ライトレール同様「公設民営」
方式で、現在、環状線化に向けて、市が軌道施設の整備を行っている。2009
年12月完成予定で、ここにも新たに低床車輌の導入が計画されている。

（写真左）富山市の公共交通まちづくりインフォメーションセンター。富山港線
の歴史から始まり富山ライトレールを主体とした公共交通とまちづくりに関する
資料や都市模型（ジオラマ）などが展示されている。ジオラマでは、高架化さ
れた新しい富山駅の下を南北連結されたライトレールが走るさまも見られる。
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人
口
減
少
と
高
齢
化
の
な
か
で

　

富
山
市
は
二
〇
〇
五
年
、
周
辺
六
町
村
と
合
併
し
、
約

千
二
百
四
十
平
方
キ
ロ
と
い
う
広
大
な
市
域
を
持
つ
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
富
山
県
全
体
の
三
分
の
一
で
あ
り
、
東
京
二
十
三
区

の
二
倍
の
広
さ
で
あ
る
。
合
併
以
前
の
人
口
は
約
三
十
三
万
人
。

そ
れ
が
合
併
後
は
約
四
十
二
万
人
。
九
万
人
の
増
加
に
対
し
て
面

積
は
五
・
九
倍
増
だ
か
ら
、
今
後
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
容

易
で
は
な
い
。

　

富
山
市
は
〇
八
年
七
月
、
「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」
に
指
定
さ
れ

た
。
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
に
よ

る
Ｃ
Ｏ
２

削
減
計
画
が
評
価
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。
富
山
市
の
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
は
、
運
輸
部
門
を
は
じ
め
と
し
て
全
国
平
均
を
上
回

る
伸
び
を
見
せ
て
い
た
し
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
大
幅
な
削
減
、
今

後
本
格
化
す
る
人
口
減
少
と
高
齢
化
に
対
応
す
る
ま
ち
づ
く
り
は
、

喫
緊
の
課
題
な
の
で
あ
る
。

　

い
ま
で
さ
え
人
口
密
度
は
県
庁
所
在
地
と
し
て
は
異
例
の
低
さ

な
の
だ
が
、
現
在
の
人
口
を
一
〇
〇
と
し
た
と
き
、
二
〇
二
〇
年

に
は
九
五
・
五
、三
〇
年
に
は
八
九
・
〇
、
約
四
十
年
後
の
五
〇
年

に
は
七
〇
・
五
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
。
現
在
よ
り
高
齢
化
し
た

市
民
が
、
広
大
な
市
域
に
散
在
す
る
わ
け
だ
。

　

富
山
市
で
は
い
ま
、
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
を
中
心
に
、
広
大
な
市
域

に
散
在
す
る
生
活
拠
点
を
結
ぶ
鉄
道
や
バ
ス
な
ど
公
共
交
通
を
、

日
常
生
活
の
足
と
し
て
使
い
や
す
い
よ
う
、
便
数
の
増
加
な
ど
改

善
に
着
手
し
た
。
併
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
ご
と
に
徒
歩
圏
で

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

人
は
老
い
れ
ば
自
動
車
の
運
転
か
ら
遠
ざ
か
る
。
出
歩
か
な
く

な
る
。
富
山
市
の
市
内
交
通
に
お
け
る
自
動
車
の
分
担
率
は
現
在
、

七
二
・
二
％
と
高
い
。
仮
に
将
来
、そ
の
比
率
は
変
わ
ら
な
く
と
も
、

人
の
移
動
量
全
体
は
減
る
。
そ
の
う
え
、
原
油
価
格
が
上
昇
す
れ

ば
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
も
減
少
す
る
だ
ろ
う
。
だ
が
同
時
に
、
か
つ

て
繁
栄
を
誇
っ
た
中
心
商
店
街
は
現
在
で
も
空
洞
化
著
し
い
の
に
、

将
来
は
見
る
影
も
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
核
を
失
っ
た
地
方

都
市
は
急
速
に
衰
え
る
。

Ｃ
Ｏ
２
削
減
と
活
性
化
へ

　

そ
ん
な
多
難
な
情
勢
の
な
か
、
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
成
功
は

手
応
え
確
か
な
希
望
で
あ
る
。

▲上流と下流で2.7mも水位差がある富岩運河の中流部に設けられた「中島閘
門」。1998年、昭和の土木構造物では全国初の国の重要文化財（近代化遺産）
に指定された

鉄軌道をはじめとする公共交通が活性化され、その沿線に居住、商
業、業務、文化などの諸機能が集積することにより、公共交通を軸
とした複数の拠点集中型のコンパクトなまちづくりを実現

四方 岩瀬
水橋

富山
呉羽

不二越

南富山
婦中

八尾山田 大沢野

細入

［串］
一定水準以上の
サービスレベルの公共交通
［団子］
串で結ばれた徒歩圏

凡例

鉄道・路面電車・
バスサービス

鉄道サービス

バスサービス

都心

地域生活拠点

大山

富山市が目指す都市構造

家庭用のコンセント（100V 30A）からバッテリーに充電し、モーターで動く「電
動ボート」。ＣＯ2を出さない環境に優しい、このボートが、環水公園─岩瀬運河間
の7kmを片道90分で運航する。将来的にはライトレールと連携させることで運河
周辺の歴史・文化を学習する周遊ルートを生み出し、地域の賑わいづくりにつなげ
ようという狙いがある。説明してくれた富山市都市再生整備課 班長の粟島正憲
さん（写真下）と、ボートを運転してくれた高森隆さん（写真右上）。

富山市は、まず中心市街地を活性化させ、波及効果で市内全域の活力向上
を目指している。その一環として2007年には、富山駅南側の中心市街地・総

そう

曲
が わ

輪に富山市まちなか賑わい広場「グランドプラザ」をオープンさせた。広さ
65m×21m、高さ19m、全面ガラス張りで、天候に左右されずイベントが可
能な全天候型フリースペースだ。年間100回を超えるイベントが開かれている
と、富山市都市再生整備課 主幹の永川武さん（写真上）が説明してくれた。
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ラ
イ
ト
レ
ー
ル
型
電
車
は
、世
界
的
に
は
Ｌ
Ｒ
Ｔ（
ラ
イ
ト
レ
ー

ル
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
）
の
呼
称
で
通
っ
て
い
る
。
地
下
鉄
ま
で
は

い
ら
な
い
、
モ
ノ
レ
ー
ル
や
新
交
通
シ
ス
テ
ム
で
も
投
資
額
が
大

き
す
ぎ
る
と
考
え
る
、
人
口
二
十
八
万
人
か
ら
五
十
万
人
程
度
の

欧
米
の
中
規
模
都
市
で
、
い
ま
盛
ん
に
建
設
さ
れ
て
い
る
。
と
い

う
よ
り
、
か
つ
て
廃
止
さ
れ
た
路
面
電
車
を
、
車
輌
を
改
め
、
路

線
と
ダ
イ
ヤ
に
合
理
性
を
付
加
し
て
復
活
さ
せ
て
い
る
。

　

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
費
用
対
効
果
は
良
好
だ
。
駐
車
場
を
整
備
す
る
よ
り

は
る
か
に
安
く
つ
く
。
加
え
て
、
交
通
事
故
率
が
極
端
に
低
下
す

る
。
鉄
道
全
体
で
見
た
場
合
、
輸
送
単
位
あ
た
り
の
事
故
死
傷
者

は
自
動
車
の
五
百
五
十
分
の
一
で
あ
る
。
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
も
当
然

減
る
。
し
か
し
、
欧
米
諸
都
市
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
へ
の
最
も
大
き
な

動
機
は
、
中
心
市
街
地
の
再
建
と
都
市
機
能
の
活
性
化
、
す
な
わ

ち
日
本
と
同
じ
な
の
だ
。

　

日
本
で
は
、
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
路
面
電
車
の

廃
止
が
相
次
い
だ
。
自
動
車
交
通
の
妨
げ
に
な
る
と
い
う
理
由

だ
っ
た
が
、
い
ま
に
し
て
思
え
ば
損
な
選
択
だ
っ
た
。

　

国
鉄
・
Ｊ
Ｒ
の
新
幹
線
シ
ス
テ
ム
運
用
、
大
都
市
に
お
け
る
地

下
鉄
、
私
鉄
、
Ｊ
Ｒ
の
相
互
乗
り
入
れ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
現
な

ど
で
、
日
本
は
世
界
を
リ
ー
ド
し
、
鉄
道
こ
そ
二
十
一
世
紀
に
最

も
有
効
な
旅
客
輸
送
手
段
で
あ
る
と
実
証
し
た
。
な
の
に
、
Ｌ
Ｒ

Ｔ
の
活
用
で
後
れ
を
と
っ
て
い
る
の
は
、
い
か
に
も
惜
し
い
。

　

だ
が
、
新
し
い
富
山
駅
の
下
で
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
と
路
面
電
車
の

南
北
連
結
が
な
さ
れ
、
路
面
電
車
が
環
状
運
転
を
開
始
し
、
さ
ら

に
富
山
地
方
鉄
道
上
滝
線
に
も
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
が
乗
り
入
れ
て
市

の
北
端
と
南
端
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
画
期
的
な
こ
と
だ
。

▼解体しながらリユース部品を回
収、ゼロエミッションを目指し、自動
車リサイクルに取り組む「日本オート
リサイクル」

▶プラスチックを、プラスチッ
ク原材料と燃料油にリサイ
クルする、全国初のハイブリ
ッド型プラスチックリサイク
ル施設「プリテック」

岩瀬浜駅の東側、ライトレールからフィーダーバスに乗り換えて2駅目
のところにある「エコタウン産業団地」。地域内で資源循環を行おうと、
リサイクル施設を集積しているもので、既にプラスチックや自動車など7
つのリサイクル施設が操業中。企業や一般の人の見学も多いそうで、
資源循環拠点としてだけでなく、新しい産業観光拠点にもなり始めてい
る。富山市環境部環境政策課地球温暖化対策係 副主幹の大沢一
貴さん（写真上）と、エコタウン交流推進センターにて。

富山駅の北側にある富岩運河環水公園にて。
案内してくれた富山市都市整備部都市政策課 課長代理の深山隆さん（写真左）と。 47
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路
面
電
車
の
環
状
線
化
工
事
が
進
む
中
心
市
街
地
・
総そ

う
が
わ

曲
輪
に

は
、
〇
七
年
に
賑
わ
い
拠
点
と
し
て
市
民
の
た
め
の
全
天
候
型
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
「
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
ま
た
、

ラ
イ
ト
レ
ー
ル
終
点
、
岩
瀬
浜
駅
近
く
に
つ
く
ら
れ
た
リ
サ
イ
ク

ル
施
設
の
集
積
地
「
エ
コ
タ
ウ
ン
産
業
団
地
」、
富
山
駅
の
北
側

に
あ
る
環
水
公
園
を
起
点
に
岩
瀬
ま
で
富
岩
運
河
を
周
遊
さ
せ
る

予
定
の
「
電
動
ボ
ー
ト
」
導
入
な
ど
も
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
の

試
み
で
あ
る
と
同
時
に
、
都
市
機
能
活
性
化
の
た
め
の
富
山
市
の

野
心
的
取
り
組
み
で
あ
る
。

●

　

富
山
市
の
動
向
を
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
全
国
の
都
市
が
注
目
し

て
い
る
。
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
型
都
市
交
通
の
行
く
末
は
富
山
市
が

握
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
全
国
の
中
規
模
都
市
の
将
来
像
を
示
す

と
い
う
こ
と
と
同
義
な
の
だ
。

▶吹き抜けの梁の豪壮な
構造が見事な「森家」

▲岩瀬カナル会館 ▲ライトレールに連携しているフィーダ
ーバス。同一ホームでスムーズに乗
り継ぎができる

富山市エコタウン産業団地

富
岩
運
河

（
電
動
ボ
ー
ト
）

富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル

岩瀬まち並み修景

岩瀬浜

富山
富山大学前

市内軌道線

南富山

上滝線

上滝

路面電車南北接続

市内軌道線の環状線化

市内電車の上滝線への乗入れ

軌道（単線区間）の複線化

→フィーダーバス

富山市のLRTネットワーク構想と
活性化への取り組み

関川　夏央　せきかわ　なつお

1949年新潟県生まれ。上智大学外国語学部
中退。日本近代への深い関心からルポルタージュ、
エッセイ、小説などを手がける。主著『海峡を越え
たホームラン』『「坊っちゃん」の時代』『「坂の上
の雲」と日本人』『二葉亭四迷の明治四十一年』 

『中年シングル生活』 『家族の昭和』『昭和時代
回想』『汽車旅放浪記』など。

ライトレールの終点である岩瀬浜は、江戸〜明治期、北前船交易で栄
えた港町。国の重要文化財「森家」をはじめ、回船問屋が軒を連ね、
伝統的家屋・歴史的まち並みの修景も進められている通り（旧北国街
道）を、富山市都市政策課 主任の井川清さん、高田興真さん（写真
右）の案内で歩いた。


